鑛毒の原因と其の防除 by 小林, 純
鍍毒の原悶乞其の防除
林
俗t乞よ〈用ひられる錨草さ去ふ言葉は、極め
て贋警に解F壊する場合は鏑山及び工場から流出
する有毒な腹水に厨って引起される農作物其他
の被害、印ち錨工害を憲味する様に思はれる.
鞍前よ りー飛理的な殻畏ぞ瞳げた我聞の鍛工業に
伴って農作物の被害も念散に増加し昭和15年に
は既に、農林省の調査に依れば被害耕地の綿面
積が表裏作を合して16寓町歩に蓮してゐ?こ程で
ある.市も鏑E警は皐に農作物や水産物の生産
栓陣容する陀止まらす?精制i的に農家の耕作意慾
や減退きも茨錨工手者さ長民さの聞に紛識や
惹起しで誠に厄介な問題や起す場合が少〈な
い，長糧が豊富にあった往時には金銭を以0で
問題~解決する手段もあったけれE も今日はそ
の様な事は許されない.@pち今日は鏑工業に因
る農業被害はそ小原因t.r科穆的に調査しで被害
の防除躯械や毘らねばならないのである.筆者
は島針省有職中からこの方商の調査研究や檎賞
して楽大関係上多少の私見を地ぺたいと思うり
れEも、併し}口に鏑ヱ害と冒つでも其の種類
が甚だ多〈て原因針策がん様でな〈、市も紙面
が隈6れてゐる需に主主には最も被害而積の多い
種類4こついて其の概要を説明するに止める.
銅山1こ周る損害
徴候と原因 銅山の坑誼かち涜出する水や
錨津よめ穆透すZ7，k.U多〈の場合硫嘘や含有し
て強い酸性皮躍を塁し且つ有毒たる硫離銅其の
他の銅化合物を含有してゐる。叉浮世字選鏑場か
ら出る濁つ九腹水は資釦舗の細粒其他の錦、硫
黄の化合物t.e含有しtゐるから、之等の腹棄物
4訟をの偉河川に放流する事は法規上からむ叉遭
義上からも許されない.縫って鏑山は坑遁水に
は蟻屑を加~て銅を沈搬採』政した後遺量の石演
を俊入して酸性や中和し沈灘池又はPツクナー
に稼いて沈殿物~除去してから放流L、叉æ錨
腹水は-Hヂムtこ入れ有毒なる砂泥を沈殿させ
た後に上澄液を放流すa.又涯鎖駿棄物たる鏑
i宰は微細な粒子から由来τゐて之も問削に入れ
ば有毒であるから降雨等の際に斑失しない様遁
営なる廃棄場所に堆積する.以上の如〈療水鋪
純
停に就て舗山は諸種の防聾底置や講ヒてゐるか
ら、絶つτ慣に之等め設備が完信L、其の連用
に嘗って鏑山が誠意ぞ以って充分なる貴の石灰
を投入し叉鏑浮や沈蹴物が流失したい様其の揖
置に遺漏がないもの止すれ(;1'、下械の耕地に犬
なる被害そ友~すI=tれはない警である。然るに
賢際l~於でほ有毒鏑*'の続問は晴雨に拘ら令寮
夜間断な〈行はれる結果:持の除をや絶望守的完全
に施す串は室時切り、叉地震騎風等の堤害に
曾つもダム伊決潰し韻律が流失する様な場合
も屡*稜生する。況して除害施設が不完全な上
に療水車理に誠意を快舎、周閣の迷惑等ぞ顧み
たい錨UJがあるとすれば、農業被・斉の護保する
事は嘗撚である.
斯様な課で錨山の下境には先ク伊Pトtl.~所調
鍍毒が費生Lて農民t.r閤らをるのであって、被
害面積の犬きい場合は数百町歩或は千数百町歩
にも遣する。鎖毒の衝候;.しでは先づ河川tこ生
棲する魚介*~頬が死誠して共の影t.r筏L、ョえ
いで多〈の揚合は何度及び濯i慢水路の岩石石塊
等が赤褐色tこ蔽tまれて恰も煉瓦様の色を呈し、
之を一見して河水中に有害1J:酸性物質が混在す・
る事~思はしめる賦態となる.而して其の柄スド
を概漉するykdlミ於ては稲葉は修植後勢力回復
日長時日を要し分蔑少なく殻育不良と1.r.り特に
視の生長が阻害せられる。其の結果さして首罪悪
牧量が減少し、書の甚だしい場合には全〈枯死
する掛合もああ。
扱てこの被害白原因に就て考察するに、多〈
の場合銅liぴ硫離が水問中に漸失沈積して、之
等が直接的tこ栢の生育を阻害してゐるのみなら
歩、間接的には土壊の酸性反日産が曙〈、叉漏水
野似たってゐ十漏水量のれたゐ原因は
酸性瀧i既7J<.により粘土分が接因する事i二基因す
るものの様ずあるが、共の結果被害水闘に於て
は更に悪水の掛け流し漕概4並行ひ延いては地湿
の低下ぞも来す。又一面から見れば微生物の繁
殖活動が妨げられる結巣、堆肥其の他の肥料分
の分解が阻止せられる.向ニの外最近注意せら
れるに至った原因として、酸性の水を多年瀧概
(12) ?で~司
する場合水摘。根書官~保護す主ぞき作土中の11介
が静股して失はれる事であって、其の篤広鱒山
から来る多量の硫貨化合物の溝口水稲の根がII!J
しい担膚tL現象を坦.ず事が屡々ある.以上の如
f直接或ひは間措的に諸種の悪影響が原因さな
って農作物は前記の様念生宵障害を起すbけで
ある.
次に銅が水稲r:)Aぽず客作用に続いて少し〈
記して見J::) .筆者が嘗て情今元植木鉢執険t.e
例にされぽ荒川沖積土壌に硫喰銅を添加する場
合に銅量が士に封じての.61%の時lま7}(.稽lま約君
曾!の減牧を来し、 0.025必の時は約内割の減牧
を示してゐる.斯様に銅の害作用は恐る4きも
のであるが、然し土獲の性質、作物の蹟類、栽
培法の如何、銅の化合形態等によって其の有害
樫慶に鷺〈韓の相遣を生守るものであっで、就
中土壌の皮憾の如何は極めて犬なる聞係経有し
でゐる.即ち土壌の皮蜘慢性の場合は銅が極
めて横量に存ずる揖合にも劇烈なる被害が費生
ずるのに到Lて、土壌の医療が中性或は更に準
んでアルカリ性民間接を呈する場合は土壌中に比
較的多〈の鯛が存しτもその害作用は暫微であ
る.縫って銅1.1の鏑憲地に於ては銅の官有量の
みなら今土壌の酸性の理費が被害割合ぞ決定す
る場合が少〈ない.賢際の場合鏑毒地には鏑山
から多量(})硫酸がntEれて来るから、土壌は殆E
例外1i(酸性皮腹を呈L、pH3・6. 5・h 置換酸
度10-10(')程度の彊い酸性7)場合が多い使つ
τ結局銅山It因る農作物の被害の直接の原因は
多〈の場合、土壌中の銅の含有量と土獲の酸性
度さを掛り合せた相乗的な原因によっτ左右さ
れτゐるさ云って差支λが1'Jいさ恩ふ.
防除法銅山に因る被害を防除軽誠する掲
tニは銅山並に農家の双方が夫々防除封策ぞ探る
必要がある.先づ毒71<.の根韻を置し有害;，ukを
少くする需には錨山の除害施設の完備さ其の運
瞥に充分留意させ、且つ樺粧水は出来得る限む
鏑毒を含有しない水を他より誘導し、又重量水の
掛廿流しを極力幽する等の措置が必要である.
然し之は各錨山及び被害地じよって夫々事情を
異にしτゐるからaその方法を具蝿的に回す事が
出来ない.旋ってここ比は主ざして被害者側が
採るぺき除毒方法に就て塊がて見ょう.先に記
した様に銅山じ依る被害の直接の原因ば腕酸tニ
因って土壌が酸性化し‘糞の掃に銅の毒性が強
〈なるか・らであり、叉間接的には慢性水の溝躍
によっτ土質の悪化、殊に水稿の根を保護すベ
ti草分の博股さ、7}(.持ちの悪化等密来した結果
であるから、縫って被害土壌の改良に雷って最
も有効なる方法は次0)通りである.flP t，第ー に
石炭を施用して土壌並IC樺遊水の酸性を完全に
中和する事、第二に水槽の根腐れ-io初止する需
に客主を行ふ事である.石灰の効果に就ては既
に古〈から知られてゐるこさであり乍ら、現在
も街ほ景色重要なる事項である.某錨1の被害
地め主壊ぞ朗ひτ*帽の植木鉢誤蟻~行ったー
例を示ナ去、摺の減牧が約4割符庄の土壌に民
営5(')貫に相営す芯百1Xt.e加へfこ場合被害は殆E
現はれなわ.!1..域牧7割G歩の土壌に反賞50貫
の石演を愉用ずるさ、械牧は2割3歩に減少し
てゐる.斯様r:'.石炭t.e施周じて障害性t.e中和すれ
ば被害を大いじ械巴得るこさが明白であるにも
拘らゆ、賓際鍍害地を調査して農家の石灰の施
用股況や見るさ、不合却な色のが多〈、特殊‘な
農家を除け!f施用量が甚だ不足Lてゐる需に、
土壌の帯性が依然ざして強〈、従って被害が殆
E轄滅されてゐないのが夫多数である.f，tって
我h技術者ξLては、被害土壌並』こ辞糟7}(.の酸
性度ぞ棟建Lて石灰の必要最を算定L農家にそ
れずさけ向石炭を施用させる様指導する事が一番
大切である.この需に自分は pHや置換酸度を
現地で測定し得る様器具襲品のセクドを考案し
て携行する事にしてゐる.
次に農家が探るべき今一つの封策は客主であ
る.従前の考局、方では客土は悪化した耕地に良
川主を混入しτ改良する.といふ漠然たる意味を
持つτゐt:.に過ぎないけれEも、容土ニモは重
要な意義を持つ事会筆者は鷲見した それは先
にも詑した如〈酸性水の前置に因。て作土中の
臨分が溶けて失はれた結果、鍍1から来る多量
の硫黄化合物の局に水稲の根が膚り、恰も極端
な老朽化水悶の掛合さ同様な現象が鏑意地に現
はれる.之に劃して客土を行へば、硫黄化合物
から根や保護すペき蛾分が補給される結果、根
腐れがなくなり被害軽減に非常に大きい効果を
費すからである.従って僧前は錨苦言地の除害封
策さしでは石炭の施用のみに重黙を置いた憾み
があったが、今日は石灰の施用三共に客土に重
融を置いτ被害地を完全に復回出来る程の好結‘
果を得られる様になった.
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